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１．ジェトロについて
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１．ジェトロについて

国内外のネットワークを活用し、対日投資促進、農水産品等の輸出、中堅・中小企業の海

外展開支援等に取り組むとともに、調査や研究を通じ我が国企業活動や通商政策に貢献。

独立行政法人 日本貿易振興機構（ジェトロ）
 国内事務所：東京本部、アジア経済研究所ほか

49事務所
 海外事務所：54カ国74事務所
 職員数：（国内）998名（海外）732名

合計1,730名（2019年4月1日現在）
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知的財産課

スタートアップ支援課

イノベーション促進課

１．ジェトロについて（組織図）
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２．スタートアップ支援





イノベーティブな技術・製品・ビジネスモデルを有する中堅・中小・スタートアップ企業に対
し、短期集中型研修等を通じ、グローバル展開を支援。
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海外アクセラレーターと提携し、スタートアップにメンターを割り当て。ビジネスモデル構築やメンタリング、ピッチや展示会での商
談機会等の各種ハンズオン支援メニューを提供し、日本発のグローバルイノベーション創出を目指す。

2019年度はシリコンバレー、深圳、上海、バンコクで実施。

Boot Camp
短期間集中型

起業家育成プログラム

メンタリング
ビジネスモデル構築/戦略的パー
トナー候補発掘/ピッチトレーニ

ングなどのアドバイス

ピッチ
大企業・投資家などに向けた
ショートプレゼンテーション

カンファレンス
著名イベントでの
デモブース出展

実施エリア（2019年度：募集予定数）

シリコンバレー
（20社）

バンコク（10社）

上海（10-20社）
深セン（10-20社）

対象と応募資格
 対象：技術やビジネスモデルには自信があるが、海外展開や資金

調達手法に悩んでいる企業。

 応募資格：技術・ビジネスモデルに関連する日本国内特許・実用
新案・意匠または商標を取得済みの中堅・中小企業・スタートアッ

プ。

２．ジェトロのスタートアップ支援
（ジェトロ・イノベーション・プログラム（JIP））





ラスベガスでのCESに出展。メディア露出機会創出やピッチイベントの活用により、日本の
スタートアップをアピール、多くの商談を創出。
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■概要
毎年ラスベガスで開催される世界最大の家電見本市（2019年1月8日～11日）。近年は、5G、人工知
能など革新的なテクノロジーの披露の場に。JETROはスタートアップ専門会場のEureka Parkにジャパンブー
スを設け、J-Startup6社を含む22社が出展。3社がイノベーション・アワードを受賞。

■成果
役立ち度上位2項目100%（うち最上位の項目82%）
商談件数：3,441件

世耕大臣がJ-Startup（ジャパン）ブースに来訪 ブースの様子

２．ジェトロのスタートアップ支援
（オールジャパンでの海外展開事例（2018年））





“米国シリコンバレーで８億円の資金調達”（アトナープ株式会社）
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アトナープ㈱ つくば市／分析装置

・ジェトロ「シリコンバレー・イノベーション・
プログラム」に参加。

・ブートキャンプにてメンターを通じて米国事業
展開・投資家向け対応ポイントのアドバイスを
得た。

・シリコンバレー「TechMatch」でピッチを行った。

・米国ＶＣとの交渉を継続、８億円の資金調達
に成功。

・今後、天然ガス向けリアルタイム熱量測定装置
の量産見込みを立て、量産体制を整える。
既にエネルギー市場への製品投入が決まって
いる。

２．ジェトロのスタートアップ支援
（2018年度海外展開成功スタートアップ）









21

３．オープン・イノベーションの推進








